平成24年度12月補正予算　　支出科目　款：土木費　項：砂防費　目：砂防事業費
	事業名: 通常砂防費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　県土整備部　砂防課　砂防保全係　電話番号：058-272-1111（内3744）

　　　　　　　 E-mail：c11653@pref.gifu.lg.jp 
	事業費


　補正要求額：48,100千円

（現計予算額：1,441,452千円　　　補正後予算額：1,489,552千円）

	要求内容


	１　要求の内容


  ・防災、減災対策として、第１次緊急輸送道路である国道１５８号と避難所を保全する砂防えん堤の整備を促進し、平成24年度中の完成を図る。

・災害時要援護者関連施設を保全する砂防えん堤の整備を実施し、早期完成を図る。

	２　所要経費


・砂防えん堤工　　　１基　  北洞谷（高山市荘川町猿丸地内）　 20,050千円　
　・砂防えん堤工　　　１基　  藤倉１沢（山県市藤倉地内）　　　 28,050千円
	これまでの取組と成果


　

	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　 ６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　　山地、農地、河川、道路等の災害対策を進める　　　　　　
	２　これまでの取組状況


　県内の土石流危険渓流は5,537渓流であり、そのうち保全人家５戸以上または公共施設が１箇所以上あるものが2,950渓流ある。すべての危険渓流に対する施設整備は膨大な時間と費用が必要となることから、八山系砂防総合計画に基づき、人命を守るためのソフト対策を進めると同時に、災害時要援護者関連施設や避難所などが保全する砂防施設整備を優先して順次整備を実施し、「安全安心に暮らせる岐阜県づくり」を進めている。

	３　これまでの取組に対する評価


災害時要援護者関連施設を保全する箇所の着手率は、約52％、避難所を保全する箇所の着手率は約35％となっており、依然として低い状況である。
岐阜県震災対策検証委員会（H23.7）より、土砂崩落による基幹交通網の遮断等、土砂災害の二次的被害への対策を推進すべきとの提言を受け、緊急輸送道路等の基幹交通網に加えて災害時要援護者関連施設や避難所が存在する土砂災害危険箇所の砂防施設整備を早急に実施し、土砂災害に対する安全性の向上を図ることとした。平成24年度には、緊急輸送道路等の基幹交通網に加えて災害時要援護者関連施設や避難所が存在する箇所について３箇所新規着手している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産
収入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	1,441,452
	720,706
	0
	0
	0
	0
	0
	658,800
	61,946

	補正

要求額
	48,100
	24,000
	0
	0
	0
	0
	0
	24,000
	100

	決定額
	48,100
	24,000
	0
	0
	0
	0
	0
	24,000
	100


